
令和８年度 理科 年間指導計画・評価規準 ＜第３学年＞ 

月 単元・章（時数） 学習内容・目標 評価規準 
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５ 

 

 

単元１ 

化学変化とイオン 

１章 

水溶液とイオン (9) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２章 

酸、アルカリとイオン (9) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・水溶液に電圧をかけ電流を

流す実験を通して、水溶液には

電流が流れるものと流れない

ものがあることを見いだして

理解する。また、電解質水溶液

に電圧をかけ電流を流す実験

を通して、電極に物質が生成す

ることからイオンの存在を知

るとともに、イオンの生成が原

子のなり立ちに関係すること

を知る。あわせて、それらの観

察、実験などに関する技能を身

につける。 

・化学変化について、見通しを

もって観察、実験などを行い、

イオンと関連づけてその結果

を分析して解釈し、化学変化に

おける規則性や関係性を見い

だして表現する。 

 

・酸とアルカリの性質を調べ

る実験を通して、酸とアルカリ

のそれぞれの特性が水素イオ

ンと水酸化物イオンによるこ

とを知る。また、中和の実験を

通して、酸とアルカリを混ぜる

と水と塩が生成することを理

解する。あわせて、それらの観

察、実験などに関する技能を身

につける。 

・化学変化について、見通しを

もって観察、実験などを行い、

イオンと関連づけてその結果

を分析して解釈し、化学変化に

おける規則性や関係性を見い

【知識・技能】 

化学変化をイオンのモデルと

関連づけながら、イオンや酸、

アルカリと中和、化学変化と電

池についての基本的な概念や

原理・法則などを理解している

とともに、科学的に探究するた

めに必要な観察、実験などに関

する基本操作や記録などの基

本的な技能を身につけている。 

 

【思考・判断・表現】 

化学変化とイオンについて、見

通しをもって観察、実験などを

行い、イオンと関連づけてその

結果を分析して解釈し、化学変

化における規則性や関係性を

見いだして表現しているとと

もに、探究の過程をふり返るな

ど、科学的に探究している。 

 

【主体的に学習に取り組む態

度】 

化学変化とイオンに関する事

物・現象に進んでかかわり、見

通しをもったりふり返ったり

するなど、科学的に探究しよう

としている。 
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３章 

化学変化と電池 (10) 

 

だして表現する。 

 

・金属を電解質水溶液に入れ

る実験を通して、金属によって

イオンへのなりやすさが異な

ることを見いだして理解する。

また、電解質水溶液と 2種類の

金属などを用いた実験を通し

て、電池の基本的なしくみを理

解するとともに、化学エネルギ

ーが電気エネルギーに変換さ

れていることを知る。あわせ

て、それらの観察、実験などに

関する技能を身につける。 

・化学変化について、見通しを

もって観察、実験などを行い、

イオンと関連づけてその結果

を分析して解釈し、化学変化に

おける規則性や関係性を見い

だして表現する。 

単元２ 

生命の連続性 

１章 

生物の成長と生殖(10) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２章 

遺伝の規則性と遺伝子 (10) 

 

 

・生物の成長とふえ方に関す

る事物・現象の特徴に着目しな

がら、生物の成長とふえ方につ

いて理解するとともに、それら

の観察、実験などに関する技能

を身につける。 

・生物の成長とふえ方につい

て、見通しをもって解決する方

法を立案して観察、実験などを

行い、その結果を分析して解釈

し、生物の成長とふえ方につい

ての特徴や規則性を見いだし

て表現する。 

 

・遺伝の規則性と遺伝子に関

する事物・現象の特徴に着目し

ながら、遺伝の規則性と遺伝子

について理解するとともに、そ

【知識・技能】 

生物の成長とふえ方や遺伝の

規則性と遺伝子、生物の種類の

多様性と進化に関する事物・現

象の特徴に着目しながら、それ

らについての基本的な概念や

原理・法則などを理解している

とともに、科学的に探究するた

めに必要な観察、実験などに関

する基本操作や記録などの基

本的な技能を身につけている。 

 

【思考・判断・表現】 

生物の成長とふえ方や遺伝の

規則性と遺伝子、生物の種類の

多様性と進化について、観察、

実験などを行い、その結果や資

料を分析して解釈し、それらに



 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

 

９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３章 

生物の多様性と進化 (6) 

 

れらの観察、実験などに関する

技能を身につける。 

・遺伝の規則性と遺伝子につ

いて、見通しをもって解決する

方法を立案して観察、実験など

を行い、その結果を分析して解

釈し、遺伝の規則性と遺伝子に

ついての特徴や規則性を見い

だして表現する。 

 

・生物の種類の多様性と進化

に関する事物・現象の特徴に着

目しながら、生物の種類の多様

性と進化について理解すると

ともに、それらの観察、実験な

どに関する技能を身につける。 

・生物の種類の多様性と進化

について、見通しをもって解決

する方法を立案して観察、実験

などを行い、その結果を分析し

て解釈し、生物の種類の多様性

と進化についての特徴や規則

性を見いだして表現する。 

ついての特徴や規則性を見い

だして表現しているとともに、

探究の過程をふり返るなど、科

学的に探究している。 

 

【主体的に学習に取り組む態

度】 

生物の成長とふえ方や遺伝の

規則性と遺伝子、生物の種類の

多様性と進化に関する事物・現

象に進んでかかわり、見通しを

もったりふり返ったりするな

ど、科学的に探究しようとして

いる。 

単元３ 

運動とエネルギー 

１章 

物体の運動 (11) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・物体に力がはたらく運動お

よび力がはたらかない運動に

ついての観察、実験を通して、

物体の運動には速さと向きが

あること、力がはたらく運動で

は運動の向きや時間の経過に

ともなって物体の速さが変わ

ること、および、力がはたらか

ない運動では物体は等速直線

運動することを見いだして理

解するとともに、それらの観

察、実験の技能を身につける。 

・物体の運動について、見通し

をもって観察、実験などを行

い、その結果を分析して解釈

【知識・技能】 

運動の規則性や力学的エネル

ギーを日常生活や社会と関連

づけながら、力のはたらき方と

運動の規則性や関係性や仕事

とエネルギーについての基本

的な概念や原理・法則などを理

解しているとともに、科学的に

探究するために必要な観察、実

験などに関する基本操作や記

録などの基本的な技能を身に

つけている。 

 

【思考・判断・表現】 

運動の規則性や力学的エネル



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２章 

力のはたらき方 (8) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３章 

エネルギー と仕事(12) 

し、物体の運動の規則性や関係

性を見いだして表現する。 

 

・物体の運動と力のはたらき

方が関係する状況の観察、実験

を通して、力のつり合いと合

成・分解や、物体にはたらく力

と物体の運動の規則性や関係

性、水中の物体にはたらく力を

理解するとともに、それらの観

察、実験などに関する技能を身

につける。 

・物体の運動の状態と力のは

たらき方との関係について、見

通しをもって観察、実験などを

行い、その結果を分析して解釈

し、力のはたらき方と物体の運

動の規則性や関係性を見いだ

して表現する。 

 

・仕事に関する観察、実験を通

して、仕事と仕事率について、

また、力学的エネルギーに関す

る観察、実験を行い、物体のも

つ力学的エネルギーは物体が

ほかの物体になしうる仕事で

はかれること、運動エネルギー

と位置エネルギーは相互に移

り変わること、力学的エネルギ

ーの総量は保存されることな

どを見いだして理解するとと

もに、それらの観察、実験の技

能を身につける。 

・運動とエネルギーについて、

見通しをもって観察、実験を行

い、その結果を分析して解釈

し、力学的エネルギーの規則性

や関係性を見いだし表現する。 

ギーについて、見通しをもって

観察、実験などを行い、その結

果を分析して解釈し、物体の運

動や力学的エネルギーの規則

性や関係性を見いだして表現

しているとともに、探究の過程

をふり返るなど、科学的に探究

している。 

 

【主体的に学習に取り組む態

度】 

運動の規則性や力学的エネル

ギーに関する事物・現象に進ん

でかかわり、見通しをもったり

ふり返ったりするなど、科学的

に探究しようとしている。 
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単元４ 

地球と宇宙 

１章 

地球の運動と天体の動き(12) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２章 

月と金星の見え方 (8) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３章 

宇宙の広がり (6) 

・身近な天体とその運動に関

する特徴に着目しながら、日周

運動と自転、年周運動と公転に

ついての基本的な概念や原理・

法則などを理解するとともに、

それらの観察・実験の技能を身

につける。 

・天体の動きと地球の自転・公

転について、天体の観察、実験

などを行い、その結果や資料を

分析して解釈し、天体の動きと

地球の自転・公転についての特

徴や規則性を見いだして表現

する。 

 

・身近な天体とその運動に関

する特徴に着目しながら、月や

金星の運動と見え方について

の基本的な概念や原理・法則な

どを理解するとともに、それら

の観察・実験の技能を身につけ

る。 

・月や金星の運動と見え方に

ついて、天体の観察、実験など

を行い、その結果や資料を分析

して解釈し、月や金星の運動と

見え方についての特徴や規則

性を見いだして表現する。 

 

・身近な天体とその運動に関

する特徴に着目しながら、太陽

系と恒星についての基本的な

概念や原理・法則などを理解す

るとともに、それらの観察・実

験の技能を身につける。 

・太陽系と恒星について、天体

の観察、実験などを行い、その

結果や資料を分析して解釈し、

【知識・技能】 

身近な天体とその運動に関す

る特徴に着目しながら、天体の

運動や見え方などについての

基本的な概念や原理・法則など

を理解しているとともに、科学

的に探究するために必要な観

察、実験などに関する基本操作

や記録などの基本的な技能を

身につけている。 

 

【思考・判断・表現】 

太陽系の天体や恒星について、

天体の観察、実験などを行い、

その結果や資料を分析して解

釈し、太陽系と恒星についての

運動や見え方の特徴や規則性

を見いだして表現していると

ともに、探究の過程をふり返る

など、科学的に探究している。 

 

【主体的に学習に取り組む態

度】 

太陽系と恒星に関する事物・現

象に進んでかかわり、見通しを

もったりふり返ったりするな

ど、科学的に探究しようとして

いる。 
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２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

太陽系と恒星についての特徴

や規則性を見いだして表現す

る。 

単元５ 

地球と私たちの未来のために 

１章 

自然のなかの生物 (6) 

 

 

 

 

 

 

２章 

自然環境の調査と保全 (9) 

 

 

 

 

 

 

 

 

３章 

科学技術と人間 (7) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・日常生活や社会と関連づけ

ながら、自然界のつり合いにつ

いて理解するとともに、それら

の観察、実験などに関する技能

を身につける。 

・ある生物の増減が他の生物

の数に与える影響や微生物の

はたらきの実験を通して、科学

的に考察して判断する。 

 

・日常生活や社会と関連づけ

ながら、自然環境の調査と環境

保全について理解するととも

に、それらの観察、実験などに

関する技能を身につける。 

・身近な自然環境を調べる観

察、実験などを行い、自然環境

の保全のあり方について、科学

的に考察して判断する。 

 

・人間は水力、火力、原子力、

太陽光などからエネルギーを

得ていることを知るとともに、

エネルギー資源の有効な利用

が大切であることを認識する。

また、物質に関する観察、実験

などを通して、日常生活や社会

では、さまざまな物質が幅広く

利用されていることを理解す

るとともに、物質の有効な利用

が大切であることを認識する。

さらに、科学技術の発展の過程

を知るとともに、科学技術が人

間の生活を豊かで便利にして

いることを認識する。あわせ

【知識・技能】 

日常生活や社会と関連づけな

がら、自然環境や化学技術につ

いての基本的な概念や原理・法

則などを理解しているととも

に、科学的に探究するために必

要な観察、実験などに関する基

本操作や記録などの基本的な

技能を身につけている。 

 

【思考・判断・表現】 

生物と環境、エネルギーや物質

について、見通しをもって観

察、実験などを行い、その結果

を分析して解釈したり、自然環

境の保全と科学技術の利用に

ついて、科学的に考察して判断

したりするなど、科学的に探究

している。 

 

【主体的に学習に取り組む態

度】 

生物と環境や、自然環境の保全

と科学技術の利用に関する事

物・現象に進んでかかわり、見

通しをもったりふり返ったり

するなど、科学的に探究しよう

としている。これまでの理科学

習について進んでふり返り、持

続可能な社会の実現案を出す

ための探究を計画し、科学的に

探究しようとしている。 
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終章 

持続可能な社会のために(7) 

て、それらの観察、実験などに

関する技能を身につける。 

・日常生活や社会で使われて

いるエネルギーや物質につい

て、見通しをもって観察、実験

などを行い、その結果を分析し

て解釈するとともに、自然環境

の保全と科学技術のあり方に

ついて、科学的に考察して判断

する。 

 

・日常生活と社会とを関連づ

けながら、科学技術が人々の生

活を豊かにし、人間の経済活動

が環境に変化をあたえている

ことを理解するとともに、持続

可能な社会をつくることが重

要であることを認識し、科学的

視点で持続可能な社会につい

て調べる技能を身につける。 

・多様な情報からエネルギー

や資源、自然環境についての問

題を見いだし、調査や文献など

の科学的知見を分析し、経済活

動と環境保全のあり方につい

て、科学的に考察して判断す

る。 

 


